
申込み： （先着２００名）　3分トーク希望者は1月12日〆切 

1⃣  ホームページの申込みフォームから　https:/mottonokai.tokyo　（お問合わせもここから） 

2⃣  はがきに ①氏名 ②電話またはE-mail ③所属(任意) ④3分トーク希望の方は発言の趣旨をお書きのうえ、 
〒103ー0014 中央区日本橋蛎殻町1-35-2グレインズビル102 図書館問題研究会気付「図書館のしゃべり場」宛 

3⃣  FAX（ファクシミリ）03-6810-7744　記入内容は2⃣ に同じ 

　 ＊手話通訳、車椅子など必要な方は2023年12月28日までお申し込みください。 

　　　　　主催：東京の図書館をもっとよくする会　

 第１回 図書館のしゃべり場　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　今日の図書館から明日の図書館へ 

　　誰でも自由に図書館について語り合う集会。(私の利用法、図書館の思い出、本との出会い。図書館 
　　自慢や図書館への疑問、不満、希望、思いや意見等々、一人３分トークもある「しゃべり場」です。） 

 2024年１月２1日(日） 
 １３:３０-１６:３０　開場13:20　  入場無料  会場：日比谷図書文化館地下ホール 
　　　 
　　　 
　最寄駅：日比谷線「霞ヶ関駅B2出口」都営三田線「内幸町駅A7出口」千代田区日比谷公園1-4 

第１部：田辺凌鶴　（講談協会） 

　　　　　講談「日野の自動車図書館ひまわり号」  
　　　　森下芳則（元日野市立図書館司書）　 
　　　　　「ひまわり号から東京、全国へ」　　　　 
第２部：ときわ ひろみ（紙芝居作家） 
　　　　　紙芝居「としょかんどろぼう」 
　　　　代田知子（日本子どもの本研究会会長・元三芳町立図書館長） 
　　　　　ブック・トーク「図書館のしごと」 
第３部：渡辺百合子（公務非正規女性全国ネットワーク共同代表） 
　　　　「非正規司書の待遇改善を求めて」 
　　　　松本直樹（慶應義塾大学文学部准教授）　　　　　　　　　　　　　 
　　　　「公共施設等総合管理計画と図書館」　　　　　　　　　　　　　　　田辺凌鶴師　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊各部の後がしゃべり場（私の一言・3分トークを募集します。多数の場合は調整します。） 


